
長岡中央綜合病院 倫理委員会 オプトアウト書式 

 

① 研究課題名 入院患者におけるリハビリテーション医療の資源活用と有効性に

ついての観察研究（多機関共同研究） 

② 対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

対象者 2022 年 4 月‐2027 年 3 月までの患者データ（DPC 提出データ） 

対象期間：2022 年 4 月‐2027 年 3 月まで 

過去の研究課題名：なし 

研究責任者： 新潟大学医歯学総合研究科 循環器内科学 教授 猪又孝元 

③ 概要 

少子超高齢化（我が国の高齢化率 29.1％；令和 5 年 10 月）の進む新潟県（高齢化率 34.0％；令

和 5 年 10 月）において、県内 36 施設におけるリハビリテーション資源の活用状況を調査し、病

院機能や病床機能ごとの ADL（Activities of Daily Living）の改善効果を検証するものである。ま

た、心疾患以外の疾患や併存病態による ADL の改善への影響を解析し、疾患ごとの特性や加齢に

伴う身体機能の変化、特に歩行機能の改善が不可逆となる要因を解析する。 

④ 申請番号           第 218 号 

④ 研究の目的・意義 環器疾患の診療において高齢化に起因する課題が明らかとなっ

ており、地域病院ではさらに顕著化している。こうした背景から、

心臓リハビリテーション（心リハ）の役割には、従来からの再発や

生命予後の改善に加えて、主に高齢患者に対してのフレイル予防や

介護負担の軽減といった新たな役割を担うことが求められている。

多職種連携による包括的なチーム活動である心リハは、概念的には

高齢患者のケアに合致した合目的的なものとの理解は得られてい

るが、急性期病床から回復期病床への心リハ連携を含めて十分に機

能していない。本研究は、この課題を解決するための基盤となる知

見を明らかにすることを目的とする。 

⑤ 研究期間 承認日～2029 年 3 月 31 日 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

DPC 報告データを用い、年間 35,000 例程度の解析対象から、最

大 5 年分 150,000 例程の医療資源病名が心血管疾患の患者・リハ

ビリ依頼のあった患者などに関して対象群との比較を実施する。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

DPC 報告データ（様式 1、D ファイル、E・F ファイル） 

⑨利用の範囲 個人や実施施設など個人が特定され得る情報を伏せた上で学術集

会や論文において結果を公表する。 



⑩試料・情報の管理について

責任を有する者・連絡先 

住所 〒95108510 新潟県新潟市中央区旭町通 1-757 

電話番号 025-227-2185  

所属 新潟大学医歯学総合研究科 循環器内科 氏名 小幡裕明 

【共同研究機関】 

新潟南病院 臨港病院 木戸病院 桑名病院 新潟市民病院下越

病院 信楽園病院 済生会新潟病院 県央基幹病院 長岡赤十字

病院 長岡西病院 立川綜合病院 悠遊健康村病院 小出病院 

魚沼基幹病院 岩室リハビリテーション病院 糸魚川総合病院 

けいなん総合病院 上越総合病院 柏崎総合医療センター 

小千谷総合病院 長岡中央綜合病院 新潟医療センター 

豊栄病院 あがの市民病院 村上総合病院 佐渡総合病院 

県立新発田病院 県立坂町病院 県立津川病院 

県立松代病院 県立十日町病院 県立妙高病院 県立中央病院  

⑪お問い合わせ先（照会先及

び研究への利用を拒否する

場合の連絡先） 

住所 〒95108510 新潟県新潟市中央区旭町通 1-757 

電話番号 025-227-2185  

所属 新潟大学医歯学総合研究科 循環器内科 氏名 小幡裕明  

 


